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研究成果の概要（和文）：各メンバーがそれぞれ広域共生の政治思想に関してテーマを設け研究を深化させた。研究期
間中に3回の打ち合わせ会議のほか、6回の研究会を開催し、そこに40本の報告を持ち寄り、討議の結果を以後の研究に
還元した。
研究成果は14本の論文として雑誌、紀要等に発表したほか、6本の研究報告を内外の学会、研究集会において発表した
。最終年度において5年間の研究を報告論文集にまとめ、それを第7回研究会において合評し内容を確認した。

研究成果の概要（英文）：Each of members was engaged in their own theme concerning the political thoughts o
f the way of symbiosis in broad area under the competitive international environment. Except for 3 times o
f practical meetings, 6 times of study coferences were held. In which 40 reports were made. 
The result of the discussins of the conferences helped member's further studies. At the same time, fruits 
of studies were reported at the symposiums in Japan and Russia, and were published in 14 papers. Besides. 
collected papers were published in the end of this study project.
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１．研究開始当初の背景 
現在世界規模で進行している変動によって
近代政治学がそれまで前提としてきた「国
民国家」という枠組みおよび「主権国家」
というパラダイムを失ってしまった、とい
う危機感を背景としている。 
 
２．研究の目的 
「国家」という近代のパラダイムを超える
広域共生のあり方を探るべく企画した。 
 
３．研究の方法 
西欧諸国が国民国家モデルによって地域統
合を進めた 19～20 世紀において、西欧諸
国の重圧を与件とし、ロシア（およびソヴ
ィエト連邦）の特殊性に立脚して国民国家
以外の共生の問題を論じた思想を系統的に
分析しこれを「広域共生の政治思想」の系
譜として記述する。 
 
４．研究成果 
メンバー各自のテーマを設定し、それぞれの
テーマに沿って分析した結果を研究会に持
ち寄り討議に付し、以後の研究に反映させる、
というサイクルを通して研究を深化させ、そ
の成果を最終年度に研究論文集にまとめた。 
研究期間中に 3 回の打ち合わせ会議のほか、
6回の研究会を開催し、そこに 40 本の報告を
持ち寄り、討議の結果を以後の研究に還元し
た。研究成果は 14 本の論文として雑誌、紀
要等に発表したほか、6 本の研究報告を内外
の学会、研究集会において発表した。最終年
度において 5年間の研究を報告論文集『競争
的国際関係を与件とした広域共生の政治思
想に関する研究』にまとめ、それを第 7回研
究会において合評し内容を確認した。 
広域共生に関するロシアの政治思想におい
ては、啓蒙主義の系譜をひく普遍主義がある
一方で、近代以降の民族主義の影響を受けた
民族的自意識を軸とした特殊主義がある。本
研究の過程で、この民族的特殊主義の系譜に
属する政治思想において、当初の予想以上に
主観的な感情が大きな位置を占めているこ
とが判明した。今後、共生思想と表裏一体と
なる嫌悪と排除の理論の分析へと進むこと
によってより一層、この共生思想に関する政
治思想の研究の幅が増すことが展望される。 
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